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論文内容の要旨
本研究は住居常問の本質的な仕組みを解明することを目的としている。住居空間構造の概念を「住居常
聞の構成要素となる生活行為・行動によって分けられる空間各部相可ーの関係および空間各部と今体との関
係を構造的に捉えたものであり、空間各部の分離・結合のシステムを包含する概念Jと規定している。こ
の点で、これまで行われてきた、空間構成つまり空間の「成りすちJや空間が「成りすーっている様」を研
究したものとは異なる。
木論文は、序論、本論、結論からなる。序論は3章からなり、住居空間構造論を展開した。ゐ;論は 6章
からなっている。本論は、アジアの地床式住居から高床式住居にいたる10民族の住居の事例について、住
居空間構造を明らかにした。また、補論として日本の伝統的住居について、白木の伝統的住居の空間呼称
から空間構造について分析している。結論では以上をふまえて住居空間構造論を検証している。
研究手法としては、住屑および敷地の実側、同住吉の住生活の直接観察、居性者・村の長老・学識経験
者へのインタビューという手法をとっている。実測、ヒアリングでは解明されない「頭のなかの世界(世
界観)Jを、住居語意から把撞しようと試みている。住居語患とは、住居の各空間、各部f立の呼称とその若;
味を指す。住居の空間、部悦には屑住者の認識(怠肉的)、非認識(非意凶的)にかかわらず、何らかの呼
称があると考えられる。その呼称、に潜む意味(直接的意味、間接的怠味の双ぶ)から、居住者さらには民
族の世界観を探ろうとするものである。
結論として、以下の知見を得た。
①住居は、一室空間であろうと、生活行為・行動に対応した空間各部に分節される。分節された空間
はそこで行われる行為・行動に対応して、そのぞと聞の分節方法が異なり、日に見える分節(壁、衝1f_・散ー
戸・ふすま)と目に見えない分節(住問、棟〕がある。自に見える分節の方が堅固な分節で強固な領域性
を持つ空間となる。より私的な生活行為・行動を行う空間になるに従い、より竪凶な分節方法をとり、よ
り強固な領域性を持つtF，問、すなわち室、部屋となる。
②分節された各部空間を統合するl原理として'恒間序列概念が存在し、その序列を貫く空間軸が存在す
る。この空間車1は、二つある。一つは入口からオクへ向かう進行方向に沿った行動的空間柚(オモテーウ
ラあるいはオクークチ〉で、この軸線に沿って公的・表!uJきの空間からより私的な笠間へと空間各部が配
列される。二つ目はカミ(神)・宗教などの世界観、男女観などの観念・蛍俗に基づく観念的空間軌(カ
ミーシモ)である。この二軸は、概ね直交している。
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③ 敷地を含む住居空間には、段階件.をもったウチーソトの領域が存在する。この領域は、入口からオ
クへ向かう進行方向に従って段階を経ることになる。その段階ごとに人の進入が制限され、空間の分節方
法がより堅固となる。つまり、よりソトの傾域がより公的、よりウチの領域がより私的な空間となる。こ
の傾域構成は、行動的空間軸と一致している。すなわち、車もオク・ウラが最もウチなる空間、最も私的
な空間である。
④ オクークチの行動的空間軸は、人の進行h・向に沿った空間軸であり、占くから、分節された空間各
部の序列に大きく作用してきたものと考えられる。これに対して、カミーシモの観念的宅間軸は、 7R聞の
上位一卜位関係を規定するものであり、居住者の生活を大きく規定するものであるが、空間を序列する概
念としては、オクークチの行動的空間軸に比べると作用力は弱い。
論文審査の結果の要旨
本研究は、序論、 6挙からなる本論、結論の三部で構成されているo
j字論では、既往研究を概観するとともに、木研究のテーマである住居空間構造論について展開した。す
なわち、本研究では、住屑空間構造の概念を「生活行為・行動によって分けられる空間各部相互の関係及
び市間各部と全体との閣の関係を構造的に促えたものであり、空間各部の分離・結合のシステムを含む概
念」と規定している。空間構造に触れた研究は、既往研究にわずかに見られるが、このような概念規定を
した研究は本研究が初めてである。したがって、この点に本研究の独告1性があると評価できる。
木論では、一室型高床式住居、二室型高床式住居、 室型地床式住居、複数室型地床式住居、複数室型
上げ床式住屑の5類型を取り上げている。また、取り上げた民族は、ベトナムでは黒ターイ板、白ターイ
族、ベト族、中国ではダイ・リャム族、ダイ・ボン族、ダイ・クン族、ダイ・ルー族、ラフ・ナー族、漢
族、 H本(沖縄・渡名再島〉では琉球族、の10民族である。また、本論の最終章では、補論として、日本
の{主同'の空間呼称から見た日本の伝統的体屈の空間構造について考察を加えている。
結論では、以下の知見を得た。
1 )住居は、一宰.空間であっても、生活行為・行動に対応した空間各部に分節される。壁・衝立・板戸・
ふすまは目に見える分節方法であるが、柱聞と棟の線による目に見えない分節も#在する。
2)分節された名部弔問を統のする原理として空間序列概念が存在し、その序列を貫く空間車1が存在す
る。これには二つある。 ・つは、入りUからオクへ向かう進行方向に沿った行動的空間紬(オモテーウラ
あるいはオクークチ)で、この軸線に沿って公的・表向きの空間からより私的な空間へと空間各部が配列
される。一二つ日は、神・宗教などの世界観、男女観といった観念・省俗に基づく観念的空間柚(カミーシ
モ)で、空間各部はカミテとシモテに序列される。この二軸は、多くの場合直交している。
3)敷地を合む住府空間には、段階制を侍ったウチーソトの領域が存在する。この領域は、入り口から
オクへ向かう進行方向に従って段階を経ることになる。その段階ごとに人の進入が制限され、空間の分節
方法がより堅固となる。
4)オクークチの行動的苧.問軸は、人の進行五向に沿った空間軸であり、占くから、分節された空間各
部の序列に大きく作用してきたものと考えられる。これに対して、カミーシモの観念的明間軸は、空間の
上位ート位関係を規定するものであり、居住者の生活を大きく規定するものではあるが、空間を序列する
概念としては、オクークチの行動的空間軸に比べると作用力が弱い。
本研究は、住居空間構造という独創的なテーマの解明を目指し、以 kのような新たな知見を得た。また、
本研究で展開された空間分節とその序列、空間柏、領域構成などの概念は、今後の居住空間の計画、設計
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にとって有用な知見である。
以上の審査結果から、本論文は博士〈学術)の学位に値すると思量される。
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